
課題③
（様式３－２－③）

課題名③

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①農業者や地域が必要とする課
題であるか

4 3

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者、地
区）の選定は適切であるか

4 3

③関係機関とうまく連携して活動
しているか

4 3

④活動（活動方法、時期、手段）は
適切であるか

3 4

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか

5 2

活動の
成果

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか 5 2

⑦他の課題や他農業者、地域へ
の波及性があるか 5 2

⑧結果が十分でないものは今後
の対策が考えられているか 3 4

活動体
制・活動
方法

農家の考えや思いも知りたかった。

活動の
波及性
と改善

全体的な意見・提言等
・肝属地域は広く多種の取組があり大変だと思う、ぶどうなどの落葉果樹の取組（新品種、新技術）もお願いしたい。
・新規就農者が取り組みやすい栽培技術の確立をお願いしたい。
・パッション農家の所得が確実に上がる、みかんの剪定がだれでもできる取組である。

令和７年度外部評価会　集計表（農業者用）

10か月間でしるした果樹産地変革の足跡と展望

項目 評価の視点

評価結果（人）
外部委員からの

意見・提言
意見・提言等に対する改善策や

普及指導計画への反映等

所属名： 大隅地域振興局農政普及課



課題③　 　　
（様式３－３－③）

課題名③

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①課題は地域の農業振興上，重
要な課題であるか

5 2

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者，地
区）の選定は適切であるか

5 2

③関係機関と連携して活動して
いるか

5 2

④活動（活動方法，時期，手段）は
適切であるか

7

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか

6 1

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか

5 2

⑦指導対象が積極的に課題解決
にあたるようになったか

6 1

⑧他の課題や他農業者，地域へ
の波及性があるか

7

⑨結果が十分でないものは今後
の対策が考えられているか

6 1

活動の
成果

所属名：

全体的な意見・提言等
・パッションは収量ＵＰ・収穫時期前進の可能性があるとのこと，今後の有望品目として期待したい
・町全体で取り組めるような体制の構築が，今後は必要。
・収量増のため農家との技術向上に革新が見られる。

大隅地域振興局農政普及課

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

金額の算定がされており説得力がある。

外部委員からの
意見・提言

令和７年度外部評価会　集計表（関係者用）

10か月間でしるした果樹産地変革の足跡と展望

項目 評価の視点

評価結果（人）

活動体制・
活動方法

複数の技術の組み合わせがよい。

活動の
波及性
と改善



令和８年１月３０日

果樹花き普及係（松尾）
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■今回の一連の発表内容

❶

See
（調査）

Ｐlan
（計画）

Do
（実行）

Check
（評価）

Action
（改善）

 現状把握
 課題抽出

 取組内容決定
 テーマ設定  プロジェクトⅠ

○パッションフルーツ
 プロジェクトⅡ～Ⅳ

○露地柑橘
 達成状況確認
 普及への動き

 次期戦略
 構想展開

❷❸

調査・計画

（Ｓｅｅ＆Ｐｌａｎ）

■ＳＷＯＴ分析による肝属地域の果樹部門に係る課題抽出

❷

Ｓtrength Ｗeakness強 み 弱 み

マ イ ナ ス 要 因プ ラ ス 要 因

Ｏpportunity 機 会

内

部

環

境

外

部

環

境

 温暖な気候を生かした作目振興の有利性
 パッションフルーツの生産者・面積拡大中
 多種・多様な柑橘栽培が展開
 地域限定のＧＩ認証，辺塚だいだいの存在
 技術改善意欲の高い生産者の存在
 単一品目ではなく，複合経営が多い
 活用できる農地が多い

 地域の柱となる果樹品目が不明確
 全般的に，十分な単収を確保できていない
 果樹農業従事者が減少
 若手農家が少ない
 スマート機器の活用が少ない
 柑橘における施設栽培の維持が困難
 荒廃農地が多い

Ｔhreat 脅 威
 国内生産力の低下（ライバルの力低下）
 果実の市場単価が高い傾向にあり
 果実の加工業務用需要の高まり
 販売チャンネルの多様化
 生まれつつある希少性由来のヒット商品
 国の施策優先度が「省力樹形」にシフト

 温暖夏場の酷暑による弊害が顕著
 高まる記録的短時間大雨の頻度
 年々深刻化する鳥獣被害
 物財・物流コストの高止まり
 雇用人材確保の困窮
 柑橘の省力樹形技術が他部門や他県に遅れ

See（調査）

13



■ＳＷＯＴクロス分析による具体的な取組内容の明確化

❸

Ｓ Ｗ

Ｏ

Ｔ

強み
（Strength）

弱み
（Weakness）

強み×機会

地域の主力であるパッションフルー
ツや多様な柑橘類の増産によって，
需要の高まっているマーケットへの
供給を加速化し，売上をのばす

機会
（Opportunity）

脅威
（Threat）

弱み×機会

強み×脅威 弱み×脅威

増収・増益 省力・快適化 温暖化克服

パッションフルーツ・露地柑橘類の
単収を引き上げるとともに，スマート
機器以外に樹形をキーとした労働
力逼迫を解消する手法を追求する

技術改善意欲の高い生産者の力を
生かして，温暖化で深刻化するパッ
ションフルーツの着色不良や柑橘類
の日焼け果の発生を抑制する技術
を見出し，生産性の低下を阻止する

作業が簡素で，資材コスト上昇や鳥
獣被害・気象変化へのリスクが小さ
いなど，有望かつ魅力を感じられる
素材をリストアップし，遊休農地での
新規取組に値する姿に磨き上げる

推し・持続力テーマ

Plan（計画）

プロジェクトⅠ

【メインテーマ：増収・増益】

パッションフルーツの新整枝法

による技術革新

❹

■プロジェクトⅠ：パッションフルーツの新整枝による技術革新

❹

パッションフルーツの収益と直結する主要因①：当地区の主体である共販においては単収・出荷時期の両立がポイント！

21 22 

36 
28 

56 

71 70 72 

89 90 97 
82 85 95 

0

20

40

60

80

100

平24平25平26平27平28平29平30令元 令２ 令３ 令４ 令５ 令６ 令７

［円／ｋｇ］

令７

1,030 
967 

912 

1,175 

974 
995 

979 

1,158 

1,204 
1,216 

1,260 
1,307 

1,470 
1,522 

800

1,000

1,200

1,400

1,600

共販数量

共販単価

０．２
億円

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

547 922 
1,664 

5,806 

7,933 

14,284 
15,590 

17,495 

11,742 

8,507 

4,349 
3,633 

2,296 

1,754 
0

5,000

10,000

15,000

20,000

上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬上旬中旬下旬

［ kg ］

1,367 

1,721 

1,715 
1,633 

1,543 1,413 

1,271 

1,121 
1,072 

1,115 

1,110 1,104 

951 

1,119 

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800
［円／ｋｇ］

共販数量

共販単価

Do（実行）

系統共販年次別推移 令和５年度系統共販成績

１．４
億円

［ ｔ ］

■プロジェクトⅠ：パッションフルーツの新整枝法による技術革新

❹

パッションフルーツの収益と直結する主要因②：温暖化に伴う梅雨明け以降の急激な夏季高温が制御要因に！

Do（実行）
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82 85 95 
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平24平25平26平27平28平29平30令元 令２ 令３ 令４ 令５ 令６ 令７

［円／ｋｇ］

令７

1,030 
967 

912 

1,175 

974 
995 

979 

1,158 

1,204 
1,216 

1,260 
1,307 

1,470 
1,522 

800

1,000

1,200

1,400

1,600

［ ｔ ］
共販数量

25

30

35

40

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬

［℃］

６月 ７月 ８月

Ｒ６

Ｒ７Ｒ５

平年

青落ち果

着色
不良果

萎び果

共販単価

系統共販年次別推移 日最高気温（肝付前田）
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❹

 整枝労力軽減，早期収穫

 小玉傾向・着果数少

吊下
げ式

 大玉増加，増収

 整枝労力過大，収穫期遅延

吊上
げ式

パッションフルーツの２つの既存整枝法：メインテーマに掲げた「増収・増益」に関して，弱みを抱えている

試験研究
推奨

一般的
採用

Do（実行）■プロジェクトⅠ：パッションフルーツの新整枝法による技術革新

棚仕立て改良型

❹

結果枝の伸長方向

●規模・整枝法

２２．５ａ＜全て棚仕立て改良型整枝＞

●栽植密度

２３２樹／１０ａ

（畝間２．７ｍ×樹間１．６ｍ：連当たり２列植栽）

●肥培管理

豚ぷん堆肥３ｔ／１０ａ

基肥（定植時），追肥（１月，３月） ＞＞計（Ｎ＝３８ｋｇ）

●受粉時期

令和７年２月下旬～４月下旬（クロマルハナバチ主体）

●収穫時期

令和７年５月上旬～８月中旬

棚仕立て
改良型

吊上げ
仕立て

吊下げ
仕立て

年次

１００％－－２０２５年

６％４７％４７％２０２４年

６％４７％４７％２０２３年

Do（実行）■プロジェクトⅠ：パッションフルーツの新整枝法による技術革新

Do（実行）■プロジェクトⅠ：パッションフルーツの新整枝法による技術革新

❹

●単収（収量）・単価（品質）の比較

●既存整枝法との項目別評価

●テーマの達成状況

売上額
（千円／10a）

販売単価
（円／ｋｇ）

販売数量
（ｋｇ／10a）

年次

３，５６８
（144）

９８３
（106）

３，６３０
（135）

２０２５年

２，７１４
（109）

８８０
（ 95）

３，０８４
（115）

２０２４年

２，４８２
（100）

９２６
（100）

２，６８０
（100）

２０２３年

作
業

時
期

萎
び

汚
損

着
色

階
級

単
収

整枝法

〇◎○○○○△吊下げ

×△△○△◎○吊上げ

〇◎○◎◎◎◎棚仕立て

増収・増益 省力・快適化

温暖化克服

◎

推し・持続力◎

○

Do（実行）

❹

■プロジェクトⅠ：パッションフルーツの新整枝法による技術革新

〇

15



❺ 苗の健丈性 ❻ 土壌の膨軟性，散水範囲確保 ❼ 適正ｐH保持・ミネラルリッチな養分供給

❶ 十分な棚強度

❸ 天井距離・遮光措置

❷ 着蕾の見極め・交差配置・過
密防止に配慮した棚面の管理

❹ 適切な植栽間隔

Do（実行）

❹

■プロジェクトⅠ：パッションフルーツの新整枝法による技術革新

留意点 棚仕立て改良型整枝法特有の事柄から，そのポテンシャルを生かすための基本事項まで包括的なチェックを！

Do（実行）■プロジェクトⅠ：パッションフルーツの新整枝法による技術革新

販売単価が高く，夏季高温由来の障害の問題のない６月前期までのウエイトアップで，伸びしろしかないリスタート！

❹

電照 （夜間４時間 ＬＥＤ） 高密植 （１連２列→３列に増列）× × × ×

外

内

１
２

１

２
３

❺

プロジェクトⅡ

【メインテーマ：省力・快適化】

露地柑橘の新樹形による技術革新

Do（実行）■プロジェクトⅡ：露地柑橘の新樹形による技術革新

第 一
亜主枝

第 二
亜主枝

主 枝  専門的で，剪定が複雑

 下層部が弱く，生産力がダウン

 過密で，農薬の散布が手間

 主枝から遠い果実
が多い

 果皮が粗く，光照射
をまともに受けやす
い

 小玉で低糖・着色不良へ

主流の「開心自然形」のままでは，将来の柑橘栽培を見据えた場合に，省力化以外にも課題が多すぎる！

 主枝先端が強く，３方向に迫り出す

●高木化⇒作業強度が格段に上がる
●受光体勢悪化⇒無効容積が拡大する
●陽光面の強勢化⇒日焼け果が増加する

縮間伐が早まる宿命

❺16



Do（実行）

ダイナミックな発想で，全てを覆す最良の新樹形「直立双幹形」に活路を見出す！

■プロジェクトⅡ：露地柑橘の新樹形による技術革新

❺

列正面側の樹姿通路側からの樹姿

主 枝

側枝群

 通常期からの強風への備え
 下層部の勢力を保ちやすい
 支柱の本数が少なくて済む
 樹冠下の草生管理が比較的容易

 枝の役割が単純な骨格構造で明白
 枝幹比重が低く，剪除箇所（量）が少ない
 上部の分岐が少なく，コンパクト
 横方向がコンパクトで，農薬散布が簡素

成
熟
期

 手の届く範囲より上には着果させない
 上部の発育枝群が樹冠の一部に覆い被さっている

 ほとんどの果実が主軸枝（主枝）の近くにある
 結果枝が弱勢なため，葉隠れ果になりやすい

Do（実行）■プロジェクトⅡ：露地柑橘の新樹形による技術革新

❺

直立双幹形に改造

❹

●試験区設定

●樹齢・品種 ●栽植密度

４年生：ゆら早生 １１１樹／１０ａ

（カラタチ台） （畝間４．５ｍ×樹間２ｍ植栽）

●開花時期 ●収穫時期

令和７年４月下旬～５月上旬 令和７年１０月中下旬

備 考調査樹樹 形

改造（4/17），摘蕾（4/23）：無摘果８樹直立双幹形

無処理（対照区）：無摘果８樹開心自然形

主幹上部を全摘蕾処理

直 立
双幹形

開 心
自然形

Do（実行）■プロジェクトⅡ：露地柑橘の新樹形による技術革新

❺

●主要作業（収穫作業・せん定作業）の比較

●樹冠容積当り収量・階級割合

●１年間の樹冠成長速度（容積：㎥）

せん定作業
（秒／ｋｇ・㎥）

収穫作業
（秒／ｋｇ・㎥）

摘果作業
（分／㎥）

区

１１０
（ 90）

４６
（ 98）

*****
（***）

直立
双幹形

１２２
（100）

４７
（100）

*****
（***）

開心
自然形

直 立
双幹形

開 心
自然形

直 立
双幹形

開 心
自然形

（収穫作業） ×50倍速

（せん定作業） ×10倍速

階級割合（％） ■■
3S    2S     S     M     L    2L≦

収穫量
（ｋｇ／㎥）

区

0      3      25     45    25      3３．６
±０．８

直立
双幹形

0      3      27     44    21      3３．１
±０．６

開心
自然形

１１月
（せん定後）

８月
（肥大期）

４月
（改造後）

区

２．０４
（149）

２．５８
（188）

１．３７
（100）

直立
双幹形

２．３２
（169）

３．１５
（230）

１．６４
（120）

開心
自然形

Do（実行）■プロジェクトⅡ：露地柑橘の新樹形による技術革新

❺

●果実品質の比較

●樹間隔・日焼け果発生程度の比較

●テーマの達成状況

酸度
（％）

糖度
（Ｂｒｉｘ）

果肉色着色歩
合（分）

果実重
（ｇ）

区

１．４４１１．０８．６４．５１１６．１
直立

双幹形

１．３０９．９７．８３．５１１６．２
開心

自然形

ns***nsns有意差

増収・増益 省力・快適化

温暖化克服

◎

推し・持続力◎

◎

〇

日焼け果 ■
損失率（％） 発生度

樹間隔（ｃｍ） ■
８月 １１月

区

３ ０．０３
（ 50） （ 6）

７７．７ ９４．４
（212） （257）

直立
双幹形

６ ０．５２
（100） （(100）

３６．７ ６７．４
（100） （184）

開心
自然形

開心自然形

直立双幹形

直立双幹形

開心自然形
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Do（実行）■プロジェクトⅡ：露地柑橘の新樹形による技術革新

❺

●果実品質の比較

●樹間隔・日焼け果発生程度の比較

●テーマの達成状況

酸度
（％）

糖度
（Ｂｒｉｘ）

果肉色着色歩
合（分）

果実重
（ｇ）

区

１．４４１１．０８．６４．５１１６．１
直立

双幹形

１．３０９．９７．８３．５１１６．２
開心

自然形

ns***nsns有意差

増収・増益 省力・快適化

温暖化克服

◎

推し・持続力◎

◎

〇

日焼け果 ■
損失率（％） 発生度

樹間隔（ｃｍ） ■
８月 １１月

区

３ ０．０３
（ 50） （ 6）

７７．７ ９４．４
（212） （257）

直立
双幹形

６ ０．５２
（100） （(100）

３６．７ ６７．４
（100） （184）

開心
自然形

直立双幹形

開心自然形

Do（実行）■プロジェクトⅡ：露地柑橘の新樹形による技術革新

❺

留意点 「縮間伐なし」「脚立使用なし」の理念を貫けるためのルールを厳守！

❷ 横方向の枝の取扱❶ 頂部枝の取扱

 晩秋期に，両主枝先端を１本に決め，競合枝を間引く

（同年枝以上の太枝のみ切除，小枝は放置）

 春季に，着果より発育枝が必要な上部を全摘蕾

 晩秋期に，樹間の中央部・通路側の許容域まで到達した太枝を間引く

（途中での切除は樹形を乱す元凶となるため，必ず主枝まで戻す）

 その他の横枝は，先端が水平より下がった部分のみ切除する

 バランスのよい施肥を心がける

（Ｃａ・Ｍｇなど形質の向上）

 やや多めの施肥を心がける

（弱勢な結果層のパワー強化）

❸ 肥培管理の方法

❻

プロジェクトⅢ

【メインテーマ：温暖化克服】

露地柑橘への炭酸カルシウム剤散布

による減収軽減

Do（実行）

直接的な日焼け症状を緩和するための「炭酸カルシウム資材」の効果的な使用方法についての現場での実践調査

褐変症状

変形症状

❻

■プロジェクトⅢ：露地柑橘への炭酸カルシウム剤散布による減収軽減

 果面温度抑制（約２℃）

 直射日光の緩和

 蒸散抑制による水分保持

 果面結露防止

 薬効成分の付着

 果皮の引き締め効果
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Do（実行）

●試験区

●散布方法

スピードスプレイヤ使用

１回目：令和７年６月３０日（通常噴霧）

２回目： 同 ７月３０日 （狙い撃ち補正散布）

※梅雨明け：令和７年６月２４日

●使用資材・希釈倍率・散布量

商品名：ホワイトコート （展着剤なしの単用）

希釈倍率：１回目＝２５倍，２回目：５０倍

散布量：１回目＝ １７５ℓ／１０ａ，２回目＝１５０ℓ／１０ａ

Ⅱ区Ⅰ区品種

無散布
２回散布
（６・７月）

かごしま早生
（極早生種）

１回散布
（６月）

２回散布
（６・７月）

田口早生
（早生種）

１回目
通常噴霧

２回目
補正散布

❻

■プロジェクトⅢ：露地柑橘への炭酸カルシウム剤散布による減収軽減 Do（実行）

●収穫時の程度別発生割合 （陽光面限定：各５樹×１０果）

調査日：かごしま早生（９月２４日），田口早生（１０月２２日）

無 微 中 甚 損失率
（０） （１） （２） （３）

区品種

２８ １８ ４ － ８％

１９ １２ １５ ４ ３８％

Ⅰ区（２回散布）

Ⅱ区（無散布）

かごしま早生
（極早生種）

２２ １３ １１ ４ ３０％

１２ １１ １７ １０ ５４％

Ⅰ区（２回散布）

Ⅱ区（１回散布）

田口早生
（早生種）

２回散布区 無散布区

無（０） 微（１）

中（２） 甚（３）

❻

■取組Ⅲ：露地柑橘への炭酸カルシウム剤散布による減収軽減

Do（実行）

２回散布区

❻

■プロジェクトⅢ：露地柑橘への炭酸カルシウム剤散布による減収軽減

●経営収支結果 （陽光面着果割合が樹全体の４割と仮定した場合のシミュレーション）

経費：処理に係る資材費・作業労賃・燃料費・スピードスプレイヤの減価償却費用を勘案

単 収 販売額 日焼け損失率 減収相当分 経 費 差引金額
（kg/10a） （千円） （％） （千円） （千円） （千円）

区品種

2,500 875            8 / 3.2            28                16               831 (112)    

2,500 875          38 /  15.2          133 0 742 （100）

Ⅰ区（２回散布）

Ⅱ区（無散布）

かごしま早生
（極早生種）

3,000        1,200          30 /  12.0          144                16            1,040  (116)

3,000 1,200          54 /  21.6          259                 9               932 (100)

Ⅰ区（２回散布）

Ⅱ区（１回散布）

田口早生
（早生種）

●テーマの達成状況

増収・増益 省力・快適化

温暖化克服

◎

推し・持続力◎

Do（実行）

❻

■プロジェクトⅢ：露地柑橘への炭酸カルシウム剤散布による減収軽減

留意点 使用に際しての「白斑の溶脱を勘案した使用時期」「登録農薬としての取扱い」を念頭に！

使用回数使用時期希釈倍数・使用液量適用病害虫・使用目的作物名

２回以内発生前25～50倍 ・ 200～700ℓ／10a日焼け軽減
みかん

－銅水和剤混用200倍 ・ 200～700ℓ／10a銅水和剤による薬害軽減

－発生初期25～50倍 ・ 200～700ℓ／10aチャノキイロアザミウマ
かんきつ

－銅水和剤混用200倍 ・ 200～700ℓ／10a銅水和剤による薬害軽減

かごしま
早生

田口
早生

極早生種の白斑
（選果機のブラッシングで問題なし）
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❼

プロジェクトⅣ

【メインテーマ：推し・持続力】

特産柑橘の多機能性に着目した

持続可能性の発掘

Do（実行）■プロジェクトⅣ：特産柑橘の多機能性に着目した持続可能性の発掘

❼

青果用選果状況（高山選果場）

加工用集荷状況（内之浦集荷場）

Do（実行）■プロジェクトⅣ：特産柑橘の多機能性に着目した持続可能性の発掘

❼

●試験区設定

●樹齢

大玉系統：５年生 小玉系統：７年生

※各年度の果樹経営支援対策事業（43万円／10a）で新植

●栽植密度

１１１樹／１０ａ （畝間３ｍ×樹間３ｍ植栽）

※温州みかんと同程度

●着果管理

無摘果（摘果作業なし）

●病害虫防除

農薬散布回数４回（３・５・７・８月） ※温州みかんの１／３程度

●肥培管理

年間窒素施用量４ｋｇ／10ａ ※温州みかんの１／５程度

備 考調査樹系 統

令和３年春植栽 （全136樹）５樹大玉系統

平成31年春植栽 （全165樹）５樹小玉系統

大玉系統

小玉系統

Do（実行）■プロジェクトⅣ：特産柑橘の多機能性に着目した持続可能性の発掘

❼

●樹冠成長の評価

●着果数・階級割合の評価

●果実品質の評価（平均的なサイズの果実抽出）

樹冠計測

酸度
（％）

糖度
（Ｂｒｉｘ）

じょうのう
数（袋）

果形
指数

果実重
（ｇ）

区

５．００７．１９．６１１５８１．１大玉系統

５．１８７．３９．３１１０６７．４小玉系統

果実分析

階級割合（％） ■■

≦2S     S     M     L    2L   3L≦

収穫果数（果）
■

（／樹） （／㎥）
区

3       5     17    40    34       1１３５ １５
（100） （100）

大玉系統

1      13    47    35      4      ４０４ ５６
（299） （382）

小玉系統

樹冠容積
（㎥／樹）

樹高
（ｍ）

樹冠占有面積
（㎡）

区

９．２６２．２９５．６７大玉系統

７．２５１．９４５．３７小玉系統

★小玉系統が，肥大力をコンパクト＆高密度の着果量で圧倒
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Do（実行）■プロジェクトⅣ：特産柑橘の多機能性に着目した持続可能性の発掘

❼

●青果用・加工用仕向け別の秀品率・製品率

●系統別の収量・売上額の積算結果

●テーマの達成状況

増収・増益 省力・快適化

温暖化克服 推し・持続力〇

◎

◎
規格選別

大玉系統 小玉系統

規格外率
（％）

製品率（％） ■

秀品 優品 良品 計
区分

４２６ ４４ ２６ ９６青果用

４*** *** *** ９６加工用

売上額（千円／10a） 換
青果用 加工用

換算単収
（kg／10a）

区

３８８ ２２６１，２２１大玉系統

９６０ ５５９３，０１９小玉系統

★出荷経費不要の加工用も，一定の売上額を実現

❽❾

評価・改善

（Ｃｈｅｃｋ＆Ａｃｔｉｏｎ）

■テーマ別の一連のプロジェクトの成果・波及

❽

Check（評価）

推し・
持続力

温暖化
克服

省力・
快適化

増収・
増益

テーマ
プロジェクト名

○◎○◎Ⅰ：パッションフルーツの新整枝による技術革新

○◎◎◎Ⅱ：露地柑橘の新樹形による技術革新

◎◎Ⅲ：露地柑橘への炭酸カルシウム剤散布による減収軽減

◎○◎Ⅳ：特産柑橘の多機能性に着目した持続可能性の発掘

棚仕立て改
良型の講習

直立双幹形
の講習

■テーマ別の一連のプロジェクトの成果・波及

❽

Check（評価）

普及状況プロジェクト名

⇒ 令和８年産で８戸が既に導入・進捗中Ⅰ：パッションフルーツの新整枝による技術革新

⇒ １戸が直立双幹形に樹形改造予定Ⅱ：露地柑橘の新樹形による技術革新

⇒ 既に３戸が使用（把握している範囲）Ⅲ：露地柑橘への炭酸カルシウム剤散布による減収軽減

⇒ 令和７年に辺塚だいだい：270樹（約54ａ）新植Ⅳ：特産柑橘の多機能性に着目した持続可能性の発掘

棚仕立て改
良型の講習

直立双幹形
の講習
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■ＳＮＳでの情報提供の歩み （令和８年１月２５日現在投稿実績）

❽

Check（評価）

プロジェクトⅠ
パッションフルーツの新整枝法に

よる技術革新

投稿回数：４２回

プロジェクトⅡ
露地柑橘の新樹形による

技術革新

投稿回数：１８回

プロジェクトⅢ
露地柑橘への炭酸カルシウム剤

散布による減収軽減

投稿回数：１７回

プロジェクトⅣ
特産柑橘の多機能性に着目した

持続可能性の発掘

投稿回数：１４回

■ＳＮＳでの情報提供の歩み （詳細な成績書投稿） Check（評価）

❽

■ＳＮＳでの情報提供

❽

Check（評価）

「棚仕立て改良型」
に関する詳細解説

「直立双幹形」
に関する詳細解説

■ＳＮＳの影響が創り出す地域の垣根を超えた交流に伴う相乗効果

❽

Check（評価）

徳之島
関係者

佐賀・熊本・
出水関係者

奄美大島
関係者

与論島
関係者
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❾

短期
（１年目）

【前進化】電照，高密植
【増収】増肥，摘葉

Ⅰ
パッションフルーツの
整枝法

Ⅱ 露地柑橘の新樹形

Ⅲ
露地柑橘の日焼け果
軽減対策

Ⅳ
特産柑橘の多機能性
発掘

備 考
●各技術の波及に向けた啓発・情報提供

●新規導入者に対するケア・フォローアップ

中期
（２～５年目）

長期
（６～10年目）

●一層の高度化

【再現性・高度化】収量，品質，省力

●時間経過上の効果確認

【高効果】展着剤利用
【低コスト】散布回数減

●技術の精度向上

【安定性】連年結果検証
【増収】増肥

●再現性・生産性検証

【拡張】中晩柑類・施設への転用
【高度化】ドローン防除との連結

●他品種への展開，スマート化の実装

【相乗効果】
直立双幹形との組み合わせ

●技術の融合

【持続性】新たな参入による新規植栽の加速

●希少性の発揮

時間軸

項目軸

■各プロジェクトの今後の具体的な戦略方針 Action（改善）

●パッションフルーツ
単収：4.5ｔ／10a

●露地柑橘
単収３割増
作業時間５割減

●生産量：２割増

●産出額：３割増

■未来を展望したゴールとロードマップの姿 Action（改善）

❾

10年目
5年目

３年目2年目１年目

Copyright © 2026 tetsumi-matsuo All Rights Reserved.

kimotsuki.fruits.banban

23


